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によって行われてきた．たとえば，Bhagwati and Srinivasan(1974),Batra and Naqvi(1987),
Beladi and Naqvi(1988),Chao and Yu(1996),Corden and Findlay(1975),Gupta(1993),Khan





ス・トダロモデルについての研究は，たとえば，Fields (1975), Grinols (1991), Chandra and
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が嫌うインフォーマル部門がその受入先となりやすいのである．
不法移民についての経済分析はたとえば，Ethier(1986),Bond and Chen(1987),Djajic(1987),






















はすべて各部門に特殊的であると仮定する．X ,X ,X はそれぞれ農産物，製造工業品，イン
フォーマル財の産出量である．したがって，農村農業と都市製造業の生産関数は
X＝F L ,K ，j＝a,m 1
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くて，全員がインフォーマル部門で雇用され，しかも部門間を移動しないと仮定する．したがっ
て，インフォーマル部門の生産関数は
X＝F L＋L ,K 2
である．ただし，L ,L ,K はそれぞれインフォーマル部門で雇用される自国の労働者，外国か
らの入国に成功した不法移民，およびこの部門に特殊的な資本の量である．
政治上ないし制度上の原因により，都市製造業の賃金率w は高く，硬直的であるが，農業賃
金率w とインフォーマル部門の賃金率w は伸縮的である．L は都市における失業を表す．ハ
リス・トダロモデルにおいて，農村の賃金率が都市の期待賃金率と等しくなるまで労働移動が
発生している．したがって，均衡において，
w L ＋wL /L ＋L＋L ＝w 3
が成立する． 3 式はまた，
w ＋μw＝w 1＋μ＋λ
と書き換えられる．ただし，μ＝L/L で，λ＝L /L である．
都市製造業においては高賃金であるが，そこで雇用される確率 L /L ＋L＋L は低い．
逆に，インフォーマル部門ではその賃金は低いが，そこで雇用される確率 L/L ＋L＋L は
高い．そこで，われわれは都市の２部門間の労働配分について，製造業部門とインフォーマル
部門の期待賃金率が同じであると仮定する．したがって，
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1－s w＝F 5
1－s w ＝pF 6
1－s w＝qF 7
となる．ただし，F ＝ F /L であり，s は j j＝a,m,i に対する賃金補助金であり，pと q
はそれぞれ製造工業品とインフォーマル財の農産物に対する相対価格である．労働市場の制約
条件から，
L ＋L ＋L＋L ＝L 8
または
L ＋L 1＋μ＋λ＝L 8’
が成立する．ただし，Lは労働の賦存量である．
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これらを考慮し，国民所得は
Y＝X ＋pX ＋qX－wL ＋Q－T 11











































































































































を得る．ただし，F ＝ F /L , j＝a,m,i ，S＝ D /q＋mD /q（純粋代替項）であり，ま









G＝ mφ’/q－ mL Z /q 1－ρ
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Δ＝－wpF 1－ρΩSqF ＋wC/q



















財 D j＝a,m,i の消費量により決まると仮定する．つまり，
U＝U D ,D ,D 14
である．収支均衡条件により，
D ＋pD ＋qD＝X ＋pX ＋qX－wL ＋Q－T 15
を得る． 1， 2， 14， 15 式を全微分し，整理することにより，
70
 
K O 更新2 0 回 2 0 0 2 年1 0 月 3 日 7 1 頁
名市大 オイコノミカ3 9 －1 Ｇ管理 数式有り 担当：鳥生
dU/U ＝ L－L dw－ L＋L dw＋ ρZ/1－ρ dL






dw/ds＝－ w w 1－ρpF SqF ＋Cw/q /Δ 17
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dL /ds ＝ 1－ρw SqF L－L F w＋w －wwλ
＋ L－L F w＋w wC/q＋λwwCw/q /Δ 19
を得る． 19 式より，その符号は一般的には確定しない．いま，農業賃金の雇用に対する弾力
性をξ＝ －L /w F とすれば， 19 式より，もし，ξ＞lλ/ 1－l 1＋μ であれば，
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dw/ds ＝－2w w 1－ρF SqF ＋Cw/q /Δ 20
dL /ds ＝－ 1－ρw SqF Ω＋ w/q w－ L－L 1－2m F /Δ 21
を得る． 20， 21 式を 16 式に代入し，
dU/U ds ＝－w 1－ρ SqF ＋ w/q L－L F w＋w
＋ w＋w w /Δ 22
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業を引き下げ，厚生水準を上昇させる十分条件は




























K O 更新2 0 回 2 0 0 2 年1 0 月 3 日 7 5 頁
































K O 更新2 0 回 2 0 0 2 年1 0 月 3 日 7 6 頁



























この部門で雇用される労働 L も不変であるから，4 式より，L が減少しなければならない．
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dL /dρ＝－pF ΩM/Δ 27
を 得 る．た だ し，M ＝ w /q w N ＋A L －A S qF L ＋w で あ り，N ＝
AE 1－ρ mφ’/q－mL Z/q 1－ρ である． 25， 26， 27 式を 15 式に代入し，
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不法移民 失 業 厚生水準
農業の賃金補助金 ０ － ＋




国境取り締まり （－） ＋ （－）
本論文の結論
不法移民 失 業 厚生水準
農業の賃金補助金 ＋ － ＋




国境取り締まり ？ ＋ ？
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